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DCオートレンジングアンプ

.特長

AR-l 
AR-lは高精度・高利得のアンプを内蔵

し、入力電圧によって自動的にゲイン

を切替えるオートレンジングアンプの

モジュールです。

デジタルパネルメータ (DPM)に応用

した場合には本機により常に有効桁を

一杯に使用できますから高精度の表示

が可能になります。

DPMが1.999VFSである場合にはAR

-1の使用により、 9.99VFS、1.999V

FS、199.9mVFS、19.99mVFSの4

レンジのオートレンジングDPMとす

ることカぜで?きます。

①XO.1、X1、X10、X100( 4レンジ)の利得はi:0.1%(TYP)、土0.2%(MAX)と高

精度で、 DPMに使用しでもそのメリットを損ないません。

②差動入力、差動出力構成なので高ノイズ環境下でも安定です。

③低ドリフトです。(3μvtC) 

④レンジ切替点は任意に設定できます。

⑤レンジ表示出力があります。

⑥レンジ切替は2/1000秒以下と高速です。

⑦小型軽量で低価格です。





.使用法

図3がテスト回路で、 AR-lの機能を確認するときにはこの回路を使用するのが便利です。 EHは出力電圧がこ

の値を越すと利得が低下し、 ELは出力電圧がこの値を下廻ると利得が増大する出力電圧上下限設定電圧です。

実用回路(1)

図4は+lOmV-+lOVのセンサー出力て¥O.500Lux-5∞Luxを常に 3桁お表示させる実用回路です。 DPM
のデシマノレドット点灯にドライパーを使用するのは表示出力から取出せる電流が3mA以下で、かつ電圧も異

なるため、使用するDPMによって同じはありませんが、図のようなペース抵抗内蔵トランジ、スタ等によるバ

ッファアンプを使用します。

図 3 AR-Iテスト回路

(180-1900表示動作)

1. 999V FSのDPMf'史用
入力十10mV-+I0V(フローティング電圧)何時O.500Lux -500Lux表不 +V， 
表示範附=185-1950 

図4 実周囲路(1)

実周囲路(2)
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図5は+5mV-+5Vの交流検波出力によって、1O.OmV RMs-IO.OOV RMS表示をするもので、表示出力によ

ってデシマルドットを切替えると同時に、単位表示ランプも点灯します。

1. 999V FSのDPM使用

入力十5mV-+5V(共通アース同路)の時10.0mV剛~-10.00V剛s表示
表市範同=180-1900
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図5 実用回路 (2)
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.使用上の注意

1 .入力電圧の増減によって出力電圧がEHを上廻ったときには利得ダウンが行われ、 ELをド廻ったときに

/.1.利得アップが行われますので、 EH、EIの設定は必らず

EII>lOELXD 

としてドさい。 D/.1.ヒステリシス分で、 D=1.02-1.10程度とします。

〔例)1.999VFSのDPMで、 0.185V利得アップ切替、1.900V利得ダウン切替とするには、 EL=0.185V、

EH=1.900Vとします

なおEL、EHをトリマーVRで調整するときは以下の要領で行なうのが便利です。(表示が r185Jてやアップ

切替、 r1950Jでダウン切替を例として説明。)

J)EL設定VRを最低電圧側l二、 EH設定VRを最高電圧側に廻します。

②入力を加減して r185Jを表示させ、 EI設定VRi'廻してELを増大し、表示変化点で固定します。

@I口]様にして r1950Jを表示させてからEH設完用VRを廻してEIIを減少させ、表示変化点で回定します。

2. レンジ表示出力の負荷電流は 3mA以下で使用して下さい。それ以上の電流を取り出しますと、誤動作、

破損の恐れがありますので、 3mA以上の電流を必要とするときは必らずバッフアーを使用して下さい。

3. DPMに199.9mVFSのものを使用すると最高感度で1.999mVFSとなりますが、そのレンジではAR-1の

オフセットドリフト(3μV/"C) (こ注志してドさい。

4. DPMに1.999VFSのものを使用し、 ARlの出力守そのままDPMに依続するときは19.99VFS-19.99m

VFSとなりますが、 AR-1の最大入力電圧は+lOVですので、 19.99VFSのレンジは実質的には9.99VFSと

なります。もし19.99VFSまで使用したい時は入力電圧を%に分圧し、 AR-lの出力を2倍に増幅してドさ

。
、L
 

5. DPMに19.99VFSのものを使用するときは入力電圧を%に分圧し、 AR-1の出力を 2倍に増幅して下さ

い。(その場合の増幅器には高電圧OPアンプが必要ですが、 19.99VFS-199.9mVFSの3レンジの DPM

となります。)

6. レンシを固定したいときはEH、ELを+九九とし、 ARD端子を必妥なレンジの表示出力に接続します。

((71]) 9番ピン (x100) と8番ピン (ARDlをターミネートし、 EH、ELを十V(とすると、 AR-lは 100

{去のDCアンプ(正電庄) となります。

7.利得制限守したいときはARD端子を使用したい範囲の中の最大利得の表示出力に接続します。

〔例)10番ピン(x10)と8番ピン(ARD)をターミネー卜するとAR-1はxO.1、xl、xlOの3レンジ、となり

ます。

8. L入力は基本的にはグランド側ですので、士100mV以内で使用して下さい。また必らずH入力>L入力

としてドさい。
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